















































































































































































で社会生活技能訓練（Social Skills Training; SST）
などの心理社会的な教育プログラムが強制的に行
われていることがわかった。そして、出所後も更
生保護施設にて、ある意味で半強制的にそのよう
なプログラムを行わなければいけないようであ
る。それに対して、肯定的な考えをもつ者もいた
が、一方で、やるせなさを抱いている者もいた。
動機づけが無視されたプログラムは、ときに嫌悪
の対象ともなることが考えられ、このような状態
では参加者に対する肯定的な効果は期待できない
であろう。このことから、刑務所出所者を、画一
的にプログラムに参加させていく対応ではなく、
プログラムを導入するのであれば、実施前の動機
づけに留意する視点での支援が絶対的に必要であ
ろうと考える。
(5) 背景にある精神科的問題(アルコールや性など
に関する依存症など)の克服へ向けた支援 
　相談援助を通じて、更生保護施設のなかには、
精神科で診断されているわけではないが、アディ
クションやパーソナリティ障害などの精神科の問
題を背景にもつ者がいるようであった。このため、
日常生活を構成することが困難となっており、こ
れを克服することができない現実に対して自分自
身の内に強い葛藤を抱き苦しんでいる場合がある
ようである。このことから、彼らを支援していく
際には、精神科医などの専門職を含めた他職種共
同の体制が必要であろう。そして、ソーシャルワー
カーも、アディクションを含めた精神科の領域の
理解や実践を深めていくことが必要であろう。
(6)犯罪経験者に対する犯罪への意識変革支援 
　既に罪を犯した経験が再犯へのハードルを下げ
ていることを自覚しているが、これを払拭するこ
とができず、葛藤している当事者がいるようであ
る。具体的には、「一度罪を犯し、気持ちのたが
が外れてしまった面もあった」などの声が聞かれ
た。こうした問題の背景は「(5)」の問題にある
のかもしれない。
　簡単ではないであろうが、この場合のように、
問題を自覚し、改善を望んでいる者の場合、特に
個別に有効な一貫性のある支援が模索される必要
があるであろう。
(7) ホームレスと刑務所出所者を関連付けた視野
でとらえていく支援 
　現在、刑務所出所者の約14％は更生保護施設へ
入所している。昨今、更生保護施設の入所期限が
短かったり（大体６ヶ月以内）、就職ができなかっ
たために、入所者が生活の基盤を築くことができ
ないまま、退所して地域で暮らさざるをえなくな
るといったケースがあるようである。このような
境遇になった者たちは、後に地域生活に挫折し、
ホームレスとならざるをえなかったりして、再度
犯罪をおこしたりすることが刑務所出所者の現状
の１つとして推察される。
　実際、ホームレスのなかに刑務所出所者が、刑
務所出所者のなかにはホームレス経験者がみられ
るようになってきている。このことから、刑務所
出所者支援とホームレス支援を検討していく際
に、両者の関係やつながりを視野に入れていく視
点が必要であろう。
　また、刑務所から地域生活に移り、これに挫折
してホームレスとなっていく節目、また、更生保
護施設から地域生活に移り、これに挫折してホー
ムレスとなっていく節目、また、ホームレスが罪
を犯すまでの節目に、支援が必要なポイントがあ
るとも考えられる。
４．おわりに
　このたび取り組んできた、更生保護施設の入所
－ 106 －
者、退所者に対する相談援助においては、実践上
参考となる知見が決して多くはないなか、困難な
ことが多かった。しかしながら、関わりのなかで
更生保護施設の入所者および退所者たちの「充実
した地域生活を行っていきたい」という意思を強
く感じ、「彼らの地域生活をどのように支援して
いけばいいのか」、それについて考え、努力をし
てきた。2008年９月から2009年３月までの短い期
間ではあったが、更生保護施設の入所者および退
所者を取り巻く問題や彼らがもつニーズの一部を
確認し、これに対する支援の必要性を筆者なりに
示せたことに関して一定の意義を抱いている。し
かしながら、同時に、彼らを取り巻く現状の深刻
さも目のあたりにする結果となった。今後は、刑
務所出所者に対する支援の在り方も含めて、ソー
シャルワークにおける刑務所出所者の支援点や支
援方法に関する実証的な研究へ歩を進めていきた
いと考えている。
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